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2. Ti系酸化物における超伝導と輸送現象の異常

淡 路 智

酸化物高氾初 伝申休 は､ Tcが瑚在の ところ130K近 くまで上昇 し

ているが､ その 発現塀川 は､ まだ解明 され てい ない｡ しか し. 現在､

実額的に押 さえ られてい る特 徴の うち､ 倍 化物 高温超伝申体 すべ て

に共通の特 徴 が い くつ かあげ られ る｡ 銅 を含 むベ ロブスカイ ト関連

の層状捕道 を持 つ こ と. 超伝導相 に隅は して反 強磁性和 が存在す る

こと､ 超伝中和 が現 れ る付近 に捕遇相 転移 が存在す るこ と､ な どで

ある｡ こ の なか で も､ 高 いTcを実現 させ るためには､ 銅 を含 む こ

とが最 も本質的 であ る と考 え られてい る｡ そ こで､ 銅が本 当に高温

超伝導の発現 に対 し本質 的なのか どうか を調べ るために､ 銅 以外 の

物質で上記 の よ うな特徴 を もつ系 を実 現 し､ その物性 を調べ た｡

本研究で は銅 の代 わ りになる もの と して チ タンに注 目 し､ 125K

か ら反耕磁性 を示 し､ 斜方晶ベ ロブス カイ ト構 造 を もつ LaTi03と､

立方晶ベ ロブス カイ ト捕造 を もち絶緑 体で あるSrTi03を固溶 させ た

(Lax.Srl-xITi03の試料 をアー ク融解法 で作 成 した｡ この結果､ 室 温

にお.いてx～ 0.6付近 で立方晶 一斜方晶 の転移が起 こ り､ 反強 磁性和

の消滅 など銅系 酸化物超 伝申 体 と類似 の特 徴 を実現 する ことがで き

た｡ また､ 電 気 抵抗率の測定結果 か ら､ 図 の よ うな低涼 での 異常 な

減少 を発見 した｡-しか し磁化

率の測定結 果 で は､ マイスナ

ー反磁性が胡洲 され なか った

ことか ら超 伝導 で ない ことが

わか ってい る｡

本研究で は､ 構造､ 磁性､

輸送性､ それぞ れの両か ら､

(La,Srl-I)TiO3系の物性 をnJl

らかにす る｡
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